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特集 1 神戸市立青少年科学館

展示課展示係長宮内展示更新について
1 . は じめに

神戸市立青少年科学館は、昭和56年 3 月 -9 月に開催さ

れた神戸ポートアイランド博覧会(ポー ト ピア '8 1) に出展

きれた「神戸館」と「神戸プラネタ リ ウムシアター」を会

期終了後に増改築するとともに、展示物を整備して昭和59

年 4 月 29 日に開館した。 さらに、科学の応用分野を充実さ

せた来胎官を平成元年 4 月 20 日に開館した。

神戸市立青少年科学館

展示室は「人間をとお して理解する科学技術J (本館)、「人

聞のために役立つ科学技術J (来胤官)をメインテーマとし、

現庄の高度な文化生活を支えている科学技術について、市

民とくに次の世代を担う青少年の認識を深め、豊かな創造

性を養うことを目的として建設された。 展示物は本館、新

館あわせて375点に達し、その大部分はいわゆる参力昨ド験型

の展示手法を採用している。

プラネタ リ ウムは直径20m、 300名収容のドームで構成さ

れ、約 l 万3000個の恒星を映し出すことのできるプラネタ

盲
六

リウムと 190台の補助投影機を設置し、 コ ンビュータで、コン

ト ロールしている。

平成 5 年度の入館者は、展示室が32万人、 プラネタ リ ウ

ムが20万 l 千人であった。

2.展示更新の考え方

( 1)展示更新の基本的な考え方

科学館の展示物は、①いろいろなしくみや原理を説明し

たもの、②その応用を説明したもの、③未来の姿を先取り

したもの、④歴史的に価値のあるものなど、さまざまであ

る 。 当館の展示では、①から③までの比重が高〈④はごく

わずかである。 長い間展示を行っていると、②や③の展示

物は内容が古くなってくる。 また①の展示物でも、 何回も

の使用によ り 樹戒的損耗が激し くなったり、展示手法が古

くなったりするものがでてくる。 このため当館でも華胎官が

開館した翌年の平成 2 年度より展示物の更新作業に着手し

た。 更新の対象は、昭和59年に開館した本館部分(第 1 -第

3 展示室)である。

更新にあたっては下記の点に留意した。

1 ) 基本構想に植われているテーマを尊重する。

本館…「人間を通じて理解する科学技術」

華庁館… 「人聞のために役立つ科学技術」

2 )基本構想、の枠組みに従う 。

第 l 展示室…「力と し くみの科学J r物質とエネルギ

ーの科学」

第 2 展示室… r，育報の科学」

第 3 展示室…「環境の科学」

第 4 展示室… 「都市の科学」

第 5 展示室…「生命の科学」

第 6 展示室… 「創造性の科学」
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以下のほか、これらを構成する各コーナーの基本的な考

え方を変えることなく、将来にわたり展示更新を行う。

(2)更新の方法

開館後 6 年を経過した本館部分について、平成 2 年度か

ら 5年計画で更新に着手した。将来にわたってある程度内

容を見通せるということで 5 年計画とした。

更新の具体的な方法として、各展示室を構成するコーナ

ー単位での更新を原則とした。

本館部分には、 第 1 展示室が10コーナー、第 2 展示室が

5 コーナー、第 3 展示室が 6 コーナーの計21コーナーがあ

る。これらの各コーナーの中で、更新を必要とするところを

以下の点に留意しながら選定した。

1 )展示の内容が時代にあわなくなっているもの

[例]…惑星のパネル、電気通信、コンビュータなど

2) 展示物自体が機械的に消耗したり老朽化しているも

グ〉

[例]…産業ロボッ ト、知能ロボッ トなど

3) 私たちを取り巻く周囲の状況の変化や、展示方法の

進歩など、より充実した展示を必要とするもの

[例]環境の科学、光、電波など

さらに、更新の緊急性、方ι工のし易き、費用、全体との

バランスなどを考えあわせ以下のとおり計画を作成した。

平成 第 1 展示室

2 年度 -プロローグ・欄滅的人間モデルから・材料と

構造 ・力変換機 ・力 と運動 ・ロ コモーション ・

人体と物質および原子と分子・燃料の科学・エ

ネルギ一変換・姿を変えるエネルギー

第 2 展示室・ コンビュータく11コーナー〉

平成 第 2 展示室

3 年度 -生命と情報・光、電波、 音 ・ 情報の変換と伝

達・電気通信と情報く 4 コーナー〉

平成 第 2 展示室

4 年度 -知能ロボット く l コーナー〉

平成 第 3 展示室

5-6 -人間と地球 ・ 大気の科学 ・ 水の科学

年度 大地の科学・神戸の自然 <5 コーナー〉
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3. 展示更新の内容

(1)平成 2 年度

1 )更新の概要

初めての本格的な展示更新として第 1 展示室と第 2 展

示室のコンビュータのコーナーが対象となった。第 1 展示

室のテーマは「力としくみの科学J r物質とエネルギーの科

学」であ り、原理やしくみを解説した展示物が多い。その

ため内容には年か経っても古くならないものが多い。更新

では既設展示物の改良に重点を置くとともに、出来るだけ

新しい魅力的な展示物を導入するよう試みた。電気のコー

ナーは、エネルギーの交換という立場に立ち、出来るだけ

わかりやすい展示にするょっ心掛けた。光や化学、熱など

のエネルギーから電気エネルギーに変換する実験装置を導

入した。人気展示物の産業ロボット(ビュータ)と飛行機

を操縦しようは、演出面と映像ソフトを中心に更新した。

新たに時計ロボット、真落下実験、衝突実験、差動装置な

どを導入した。

第 2 展示室のコンビュータのコーナーは、進歩の激しい

分野であり、展示の内容もすぐに古くなりがちである。こ

こではコンビュータの原理を解説する展示物を出来るだけ

残したり、新たに導入するとともに、素子や回路などの実

物の展示を多く取り入れるように心掛けた。

新設及び一部改修した展示物の点数は37点である。

2 )事業費

費 目 事業費(千円)

設5廿斗、事務費 550 

展示物製作費 67 ,490 

企業からの寄贈 17 ,401 

ム口、 言十 85 ,441 

3) 更新にあたり協力をいただいた企業等

川崎重工株式会社

財団法人神戸市スポーツ教育公社

兵庫トヨタ自動車株式会社

富士通株式会社

安川商事株式会社
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(2)平成 3年度

1 ) 更新の概要

第 2 展示室を更新の対象とした。 ただし平成 2 年度に更

新したコンビュータのコーナーと知能ロボットについては

除外した。対象となったのは「生命の情報システムJ í光・

電波・音J í，情報の交換と伝達J í電気通信と情報」の 4 コー

ナーである。 生命の情報システムと光・電波・音のコーナ

ーは、従来の参加体験型の展示手法を踏襲しながらできる

だけ新しい展示を取り入れるよう工夫した。特に電波・光・

音のコーナーは、波の姿を明らかにするとともに朝交では

体験できないようないろいろな実験装置を新設した。電気

通信と情報のコーナーでは日本電信電話株式会社の協力を

得、電話の伝わり方やホームオートメーション、末来の電

話を紹介したホームシアターなど、最新の内容を展示する

ことが「できた。

なお、これ以外に液体窒素発生装置を第 3 展示室に設置

した。空気中の窒素を分離し、ヘリウム(気体と液体の中

間)で冷却して液体窒素とする方式である。展示実験や、

電子顕微鏡で使用する液体窒素を賄っている。

新設及び一部改修した展示物の点数は51，点である。

2) 事業費

費 目 事業費(千円)

展示物製作費 100 ,000 

企業からの寄付 1, 000 

企業からの寄贈、寄託 80 , 480 

A ロ 計 181 ,480 

3) 更新にあたり協力いただいた企業等

日本電信電話株式会社

ミノルタカメラ株式会社

TOA株式会社

株式会社ムラヤマ

塩野香料株式会社

ニッテツ電子株式会社

株式会社明対官

財団法人・神戸市スポーツ教育公社
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ホームシアタとホームオートメーション(平成 3 年度)

(3)平成 4 年度

1 )更新の概要

4年度は í，情報の科学」のフロアーで残っていた知能ロ

ボットの更新を行った。 昭和59年の開館以来 8年間も親し

まれてきた「神ちゃん」も、老朽化が目立つてきた。

音声認識やパターン認識、さらにこれらをコン トロール

するコンビュータ技術は、 8年前に比べ格段に進歩してい

る。 これらの情勢を踏まえ、最新の技術をふんだんに使っ

た新しいロボットを製作することとした。

新しいロボット神ちゃんの製作にあたり、 〈人間を通して

理解する科学技術〉 という当館の基本テーマを踏まえつつ、

人聞の基本的な能力である『見る~ rr聞く~ rr話す~ rr動く』

という能力をロボットに持たせることとした。

従来からあるパターン認識や音声認識、自走式移動、合

成音声による発声などの機能をより向上きせながら、従来

よりもっと楽しい対話型のロボッ トの製作を目ざした。

最終的には、ニューロボッ ト神ちゃんはパターン認識、

音声認詰L 音声合成の機能を大幅にアップさせつつ、プレ

ート運び、 似顔絵書き、さらに英語での演出などの機能を

併せ持った楽しいロボットになった。

2 )その他の更新

・ 大型の蹟石(鉄質隠石、ナミビア、 377kg) など 4 点

. 宇宙から神戸周辺を見てみよう

高度833kmの上空で士郎求を観測する SPOT衛星がとら

えた神戸周辺(兵庫区南部)の静止映像を拡大して見るこ

とができる。分解能は20mX20mで、地上の大きな建物や

道路、 川などは、はっきりと見ることができる。

以上のとおり、平成 4 年度の新設展示物は 3 点である。
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ニューロボット神ちゃん(平成 4 年度)

3) 事業費

費 目 事業費(千円)

展示物製作費 100 ,000 

企業からの寄付 22 ,010 

企業からの寄贈 15 ,183 

メ口b、 計 137 ,193 

4 ) 更新にあたり協力をいただいた企業等

三菱電機株式会社

財団法人神戸市スポーツ教育公社

{4}平成 5 、 6 年度

第 3 展示室、環境の科学のフロアーの更新を行った。 2

年度にまたがっているカ丈更新の工事は平成 5年度末から

6年度初めにかけて続けて行った。

1 )更新の経緯

平成 3年10月に、神戸市の環境行政について審議を行う

ために設置された環境基本問題検討委員会において、環境

教育を総合的に推進する旨の答申が出された。 その中の施
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策展開の 1 っとして「拠点方面設の整備」が示された。 環境

の科学のフロアの更新はこの方針に沿って行うもので、あり、

環境教育推進のための拠点施設としての位置づけがなされ

ている。そのため、展示内容等については神戸市環境局と

合同で検討を行った。

2) 展示のねらいと方針

当初の展示は、地球を宇宙の中の一つの星として捉え、

気圏、水圏、地圏の 3 つの側面からその特色や生命を育ん

だ環境について理解するという考え方を持っていた。

今回の更新では、この考え方を一歩進め、地球や人聞の

成り立ちを理解したうえで、人と環境の関わりを正しく認

識し、環境保全について積極的に参加を促す観点から展示

を行ってゆくこととした。具体的には、私たちの身近な日

常生活が環境問題に直接・間接に深〈関わっていることを

理解きせながら、展示を見た来館者が「興味」→「関心」

→「行動」へと展開で、きるような展示方法を検討すること

とした。 併せて、環境に関する情報提供機能も加えること

とした。

3 )展示内容

展示の構成は次の 3部構成とした。 各部の概要も併せて

示す。

①第 1部地球という環境

従来からあった太陽系、地球、気圏、水圏、地圏の内容

を再検討しながら、引き続き展示を行った。なお宇宙の歴

史とフーコーの振り子を追加した。

②第 2部生物圏としてのホ宇宙船地球号グ

地球は私たちにと ってかけがえのない星であること、さ

らに地球には人間だけでなく、さまざまな生命がお互い助

け合って生きていること、地球のエネルギー資源には限り

のあること、などを取り上げるほか、地球と生物圏の関係

についてもふれている。

③ 第 3 部 、宇宙船地球号かで暮らすために

ここでは現庄地球の抱えるさまざまな問題の中で、人口

と環境の問題を取り上げ、これらが私たちの日常の生活に

深〈結びついていること、さらに私たちが今後どのように

すればよいかを考えていただくことをねらいとした。 神戸

市の環境の実態もあわせて紹介する。

4) 事業費(平成 5 、 6 年度)

更新の事業費は以下のとおり 。
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費 目 事業費(千円)

展示物製作費 300 ,000 

企業からの寄付 末 定

企業からの寄贈 末 定

5)買芽庁にあたり協力をいただいた企業等

財団法人日本宝くじ協会

アンリツ株式会社

大阪かス株式会社

川崎重工業株式会社

川崎製鉄株式会社

関西電力株式会社

株式会社神戸製鋼所

神戸東部第四工区食品コンビナー卜協議会

株式会社さくら銀行

財団法人兵庫県環境科学技術センター

松下電器産業株式会社

三菱重工業株式会社神戸造船所

三菱電機株式会社

大型映像(平成 5 年度)
50*" のプロジェクター 18面からなる大型映像(タテ 4m、ヨ
コ 3 m) で地球の大切さや生命の多様さを訴える
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4. おわりに

平成 2 年度より 5年計画を策定し、展示更新を行ってき

た。 当館の更新の方針として、展示の基本方針は変えず、

あくまで展示手法を中心に変更してきた。 しかし、平成 5 、

6 年度に行った環境の科学の更新では、例外的に展示手法

だけでなくフロアーの基本方針も一部変更した。 当館のか

かげる“見て、触れて、学ぶ"展示から一歩進め、多くの

環境についての展示物をとおして、“見て、考えて、行動し

ていただく"展示をめざした。 地球規膜の環境問題が叫ば

れている現在、科学館の展示を見ることで、 一人ひとりが

人間と環境との関わりについて理解と認識を深めながら、

環境保全に向けた実践行動がとれるように学習していただ

きたいという考えに基づ、くものである。

展示業者の選定にあたっては、企業競技方式(平成 2 、

3 年度)、特定の業者に委託(平成 4 、 5 年度)など、その

都度一番良いと思われる方法で行った。 また更新にあたり、

多くの団体や企業から協力をいただき、内容の濃い更新を

行うことができた。 市の予算だけに頼っていてはどうして

も限られたことしか行うことができない。 幸い、当館の場

合、建設当初から多くの民間の企業や団体の協力に支えら

れて展示を行ってきたが、それらの買罫庁にあたっ てもヲ |続

き協力をいただいたところが多くある。 この紙面をかりて、

協力いただいた企業、団体に感謝の意を表したい。

今後、平成元年に開館した幸胎官(第 4 、 5 、 6 展示室)

の更新を実施していく予定である。

特集についてのこ、意見、お問い合わせは

下記にお願いします。

干650 神戸市中央区港島中町 7-7-6

神戸市立青少年科学館

Tel 078-302-5177 

Fax 078-302-4816 

特集 1 について展示課展示係宮内 真一

特集 2 について展示課天文係今社利彦
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特集 2 プラネタリウムの番組の制作について

1. 番組制作のねらい

科学技術の進歩にともない、天文分野の研究及び宇宙開

発の分野の発展はめざましい。また、人びとの宇宙への関

心は、人類の住む地球への関心の高まりと なって、環境問

題も 1部求規膜で見直す時代にもなっている。

一方、都市部のみならず、郡部に住む人びとできえ、昔

のように夜空いっぱいに輝く満点の星を眺めることは難し

くなってきている。こうした背景をふまえ、プラネタ リ ウ

ムの果たすべき役割として、人びとの多様な要求に応えて

いくことは重要な課題となっている。と同時に、学校教育

施設としての役割も大きい。

番組制作にあたっては、

・プラネタリウムの投影をとおして、星空・宇宙への興

味関心、親しみ、理解を深めることができる番祖

-学習番組では、文部省学習指導要領にもとづく番組で

学習効果があがるもの

となることをねらいとして制イ乍している。

2. 投影番組について

幼児から大人まで、料交教育、生涯教育に対応、できる幅

広い番組をオリジナルイ乍品として制作・投影している。

①番組と大す象者

プラネタリウムの番組は、主たる対象者を次のように

分類し、制作している。

番 f且 対 象

子供番組
幼児(保育園・所、幼稚園児、小学校低

学年)

小学生番組 小学校中学年児童

学習番組 小学ヰ交 5 年、 6 年、中学校、高等朝交

一般番組 青少年、成人

特別番組 全ての人を対象

6 

神戸市立青少年科学館

展示課天文係長今社利彦

②番組と内容

各番組とも、コンビュータ一制御によるオート投影を基

本としているが、マニュアル解説部分をもうけ、最新の情

報や地域性を生かせるよう工夫している。

番 京且 内容、 ( )は投影時間

ライオン〈 春 - 夏の星座と月、惑星めぐり、七
予

んはほしが タのお話をおりまぜ、ストー リ ーが展」

ど すき !? 関する。毎年制作 (45分)
も

番 幸福な王子 オスカー・ワイルドのイ乍品のプラネ

出E タ リウム版。冬の星座を紹介。

2-3 月投影 (45分)

のびのび号 のびのび、号の乗客となって、惑星め

寸"，.ーιー のわく星め ぐりの旅に出かける。天体入門編とし
生

ぐり ての位置づけ。 (50分)

5 年 : 太陽 小判;交 5 年生、 6 年生の学習用。 学

と月、 6 年 習指導要領に準挟L マニュアノレとオー

ナ且ι . 星の動き 卜併用。(合わせて50分)

習 地球と太陽 中制;交 1 年生の学習用。学習す昏導要

番 系 領に準拠。マニュアルとオート併用。

五且 (合わせて50分)

地球の公転 高校生向け。 マニュアルとオート併

と自転 用。(合わせて50分)

孤高の英雄 春夏、秋、冬の年間 4本のオリジ

へルクレス ナル番高L オート。 (55分) 共同制作
般

(H 6 年春) もあり。

特
ベツレへム クリスマスまでの数回、ベツレへム

の星 の星にまつわる話を紹介。
Bリ

マニュアルとオー ト併用 (50分)
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3. 各番組の制作について

各番組とも、完全なオ リ ジナル番組として制作している

(，幸福な王子J 'ベツレへムの星」を除く)

①子供番組、学習番組の制作の流れ

天文係

子供番組はフ。ロ ダクションへ発注

学習番組は作成委員会で作成

検討委員会は常置

委員

幼-小・中・高各教諭で構成

フ。ロタゃクション

プロダクション

(東京へ)

番組担当者

フ。ロ夕、、クション

(神戸へ)

番組担当者

天文係

神戸サービス

番組担当者

天文係

神戸サービス

-7-

②一般番組の制作の流れ

この10年間、サンシャ イ ンプラネタリウム(東京) との

共同制作を行っている。 (高崎市科学館等他館も参加の場合

もある)

共同制作により、お互いに意見交換し合うことによる質

の高い作品が期待でき、制作費を軽減することができる。

また、お互いの持つノウハウを効果的に利用することもで

きる。

前年度立案の共同市IJf惇十画に基づき、以下の流れで制作

している。

プロダクションの選定

両館番組担当者

(東京)
フ。ロ夕、、クショ ン

プロダクション(東京)へ

両館番組担当者

(東京)

プロ ダクション

プロ ダクション

両館番組担当者

(東京)
フ。ロ ダクション

プロダク ション(神戸)

番組担当者

天文係

神戸サービス

「番組担当者

L天文係
神戸サービス
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所沢航空発祥記念館

明治44年 4 月、幅50メート/レ、長さ 400メートルの滑走路

と格納庫、気象観測所を備えた日本最初の飛行場がこの所

沢に誕生しました。周年 4 月 5 日徳川好敏大尉の換縦する

アンリ・ファルマン機が高度10メートル、飛行距離800メー

トル、飛行時間 1分20;秒を記録し、これが飛行場での初飛

行と成りました。

この飛行場は、現底、埼玉県営の所沢航空記念公園とし

て生まれかわり、市民の憩いの場になっています。

当館は、日本の航空発祥の地にちなみ、同公園の付帯施

設として設立され、平成 5年 4 月にオープンしました。

航空関係を主に、その原理から応用までをさま ざまな実

験装置で分かり易〈解説し、また航空機に関する内外の歴

史、実物の飛行機、本格的なジャンボジェット機のシミュ

レーション装置などがあり、幼児から大人まで楽しむこと

ができます。

また、大型映像館を併用しており、アイマックスシステ

ムによる映写装置を使った高さ 15メートル、幅20メートル

の大スクリーンに映し出される夕、イナミックな映像で、航

空宇宙に関する作品を上映しています。

当館では、レクレーション性、歴史性、科学教育|生など

を兼ね備えた施設として、現代的で斬新な活動を展開して

おり、地域の発展の核となる文化施設を指向しています。

オープン以来、地元市民を初め、首都圏や遠方からの家

族連れが来館し、年間36万人を越える人気を博しています。

干359 所沢市並木 1 丁目 13番地 ft0429-96-2225

開館時間 9 : 30-17: 00 (月曜日は休館)

入館料 大 人展示館 500円映像館 600円

小・中学生展示館 250円映像館 300円

(65才以上、未就学児、障害者は無料)

一一所沢航空発祥記念館一一

阿蘇火山博物館

阿蘇は東西18km、南北25km、周囲が100km以上にも及ぶ広

大なカルデラをもち、その中心にある中岳は今でも活発な

活動を続けていて、観光のみならず学術研究の場としても

重要な火山です。

この阿蘇の大自然や国立公園に対する理解を深めること

を主な目的として、昭和57年(1982年)、当館は設置されま

した。

旧来、阿蘇の観光は火口見物に偏重し、観光客に対する

安全の確保や気象不良時の見物等に問題を残してきました。

そこで当館では、中岳の火口壁にTVカメラを設置し、館内

からリアルタイムで火口内の様子を見ることが出来る“火

口カメラ システム"を導入するこ とによ って、安全で快適

な火口観光を可能にしました。 きらにこのシステムによっ

てこれまでに多くの噴火活動の様子が記録きれ、防災や火

山噴火予知研究の資料と しても大きな役割を果たしていま

す。

展示は、阿蘇の火山活動や地形地質を中心に動植物、歴

8 

史、民俗などについても映像機器やジオラマを併用してビ

ジュアルに分か り やすく表現しています。そのほか、マル

チホールでの大型スクリーンによる映画の上映や企画展示

室での特別展の開催なども常時行っています。

干869-22

熊本県阿蘇郡阿蘇町草千里ケ浜

TEL 0967-34-2111 

FAX 0967-34-2115 

一一阿蘇火山博物館一一
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海外

<新設館>

英エクスプローリス水族館(北アイルランド)

総工費35 ， 000 ， 000ポンドをかけた新しい水族館「エクス

プロー リ ス」が英国北アイルランドのポータフェリーで1994

年3月にオープンした。 目玉展示は鮫が泳ぐ大Jj(:槽をウオー

クスノトできる展示だ。年間100 ， 000人の入館者が見込まれ

ている。 欧州連合 (EU) の助成を受け、失業にあえぐ北ア

イルランドで観光客を呼び込む計画の一つだ。

印度バードハマン国立科学館(インド)

インド西ベンズガr;吋吋州‘'"仲|卜、

立科学館が1994年1月にオ一フプ。ンした。他の国立科学館と同

様に、文盲が多い同地域の人々に科学知識を普及し、根強

い迷信を駆逐するのが目的だ。

<施設の拡張計画>

米エクスプロラトリウム科学館(サンフランシスコ)

幼児のさまざまな能力の開発を目的とした展示ホールが

エクスプロラトリウム科学館にスタートした。 対象年齢は

5歳未満。

米クリーブランド健康博物館(クリーブランド)

健康教育博物館として世界的に有名なク リーブランド健

康博槻官(最近ク リ ーブランド健康教育博物館から館名を

変更した)は、大j見j莫な展示替えと教育普及施設の拡充を

含んだ拡張計画を発表した。 新しく生まれ変わる展示は、

「ライフスタイルと健康維持」がテーマとなる。 総工費は

15 ， 000 ， 000 ドル。工事は 1995年に開始され、 ク リ ーブラン

ド市市政200周年記念事業か行われる 1996年に新しい展示が

オープンする。

米パシフイック科学館(シアトル)

シアトル郊外の湿地帯よりなる自然公園に、メーサー沼

地環境教育センターが、パシフィ ッ ク科学館と 同公園を管

理するベレヴ一市によってオープンした。 同センターは、

320エーカーに広がる淡水の沼地に生きる動植物の生態観諜

のオ リエンテーション施設だ。建物はベレヴー市によって

提供され、教育事業はパシフィック科学館によって行われ

る。

<ユニークな展示>

米ミネソタ科学博物館で、南極大陸に関する巡回展がス

タート

ミネソタ科朝専物館で南極大陸の自然環境を紹介する巡

回展が企画され、同館を皮切りに、メリーランド科学館、

シカコ不ヰ学産業博物館とカーネギ一科学館に巡回きれる。

同展では、多様な南極大陸の生秒J相を紹介するだけでなく、

科学調査の名で行われている人間の活動が、実は南極の地

二L ス (ハイフォン・安井亮)

9-

の深刻な生態系の破壊をもたらしていることも取り上げて

いる。

アメリカで最も人気のある子供向け「科学の本」が、巡

回展示として実現される

ジョアンナ・コールによ っ て書かれた「ザ ・ マジ ック ・

スクール・パス」 は発売以来7 ， 000 ， 000部売れており、アメ

リ カでは子供向けの科学の本としては大ベストセラーだ。

このほど、この本に出てくる様々な科学テーマが科学展示

として見られることになっ た。 全米科学振興財団からの助

成で、ディスカパ リ ー・プレース科学館、ニューヨーク科

学館とヒュース ト ン子供博物J館の 3館の共同事業として、

1994年の秋から 1997年まで全米各地の100館以上の科学系

博物館で巡回される。 展示面積は約100平米。芦す象年齢は6

オから9才まで。

米スミソニアン国立歴史博物館で、アメリカでの科学の

発展に関する常設展がスタート

人聞の生活に関連した科学のあゆみを紹介した常設展が

ス ミ ソニアン国立歴史博物館にスター トした。展示は、「実

験室科学の到来: 1876- 1920J、「進歩のための科学: 1920 

1940J、「戦争に動員された科学・ 1940- 1960J、「自然よりま

しな科学: 1950- 1970J、「衆目の中の科学・ 1970一現庄」に

分かれ、各時代における生活と科学の関わりと取り上げて

いる。 1950年代の典型的な家の室内の生活の様子も復元き

れ展示の目玉になっている。 また指紋によるDNA検査、家

庭内での放射線被爆の検査等ができる体験学習コーナーも

設けられている。展示面積は約1 ， 000平米。

加サイエンス・ワールド科学館(パンクーバー)で、橋

に関する常設展示がスタート

パンクーノ〈ーのライオンズ ・ ゲート橋は、その美しい容

姿で、長〈パンクーパー市民によ って愛きれてきたが、近

年老朽化が激し く、解体が余儀なくされている。 この橋を

題材に、橋梁の応力やひずみ等、橋の構造力学をテーマと

した展示がサイエンス・ワールドにスター卜した。展示の

目玉はライオンズ・ゲート橋の実物大の模型(長さ 60フィ

ー ト )だ。

米シカゴ科学アカデミーで、水のはたらきに関する特別

展がスタート

水の様々なはたらきを紹介した特別展がシカゴ科学アカ

デミーにスター卜した。 展示の目玉は、水流シミュレーシ

ョン装置だ。観覧者は、洪水や干ばつ等その他の自然現象

を起こすことができ、 川と陸地の関係を知ることができる。



Vol. 24, No. 4 全 干非協ニュ ー ス

「産業技術の歩みと未来を考える交流会議」 総会

全科協を幹事に選出

全科協は、「交流会乳のメンバーとして、情報システム

委員会への委員登録や「第 1 回『産業技術の船主活動』全

国交流大会」に対する後援などの協力を行っています。

6 月 1 日 (水)に開催された「交流会議」の平成 6 年度

総会において、全科協は新たに幹事として選任されました。

今後は月 1 回程度開催きれる幹事会に出席し、活動計画

やその実施内容等について参画するとともに、事業の実施

に積極的に協力していくこととしています。

全科協の 2 事業に文部省の補助金内定

民間社会教育活動振興費補助金一

全科協では、文部省に対し、平成 6 年度民間社会教育活

動振興費補助金の申請を していましたが、このたび， 2事

業について補助金の内定通知がありました。

I つは、昨年度に引続き内定をいただいたもので、「研究

発表大会」の実施と企画展等の事例集の作成を主な内容と

感じる科学

するものです。実施に当たっては、「事業のネットワーク化

に関する調査研究委員会」において巡回展等の実施に向け

た準備調査と方策研究を行い、その成果を研究発表大会に

繋げていくことと しています。

もう 1 つは、昨年度、石橋財団助成金により実施した「資

料情報のネッ ト ワーク化に関する調査研究」の第 2 年次の

事業に対して、新たに内定があったものです。 今年度の事

業内容は、 資料情報のネッ ト ワーク化について先進的な施

設の事例研究及びモデル事業の実施に向けた具体的な方策

研究を予定しています。

資料紹介

• r科学技術系人材の確保のための方策に係る検討につい

てー中間報告ーJ (科学技術会議科学技術系人材部会)

(平成 6 年 6 月)

次代の科学技術系人材を確保するための方策について、

まず、若者が科学技術に対して興味や関心を抱き、積極的

に科学技術に関わっていこう とする社会的環境を構築して

いくことが必要で、あると提言しています。

そ して、そのためには、科学技術を身近にとらえ考える

文化施設・商業施設・テ'ィスプレイ企画 ・ 設計 ・ 施工

1:.1:..". 株式会社ココロ
〒205 東京都羽村市神明台4丁目 9番 l号

TEL0425(30)3911附・ 3939(営業)
FAX0425(30) 3900 ・ 3927(営業)

ハ
U

唱
E

A
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ための多様な機会を用意することが効果的であり、自鮒ヰ

学系博物館等の整備 ・ 充実、博物館等の指導者等の充実、

博物館と関係機関相互の連携の促進などを図ることが重要

であるとしています。さらに、学校教育における博牧雌等

の計画的かつ積極的な活用を図り、若者の心に芽吹いた興

味や関心を、教育の場などを通じて創造的探求心として大

切に育んで、いくこ とが重要で、あると しています。

• r大学の理工系分野の魅力向上と'情報発信について」

(文部省高等教育局 大学側里エ系分野の魅力向上に関する

懇談会報告書)(平成 6 年 7 月)

「理工離れ」対策として、大学の理工系分野の魅力向上

と、青少年を始め社会銅貨の人々に理工系分野の役割と魅

力を知ってもらうための具体的な提言をまとめています。

科学系博物館の関連では、大学教授や企業の研究者、技術

者等を学校や科学博物館に紹介、派遣する「サイエンス・

ボラ ンティア」制度を提唱するほか、 「科学博物館等におけ

る青少年科学教室等の教育普及事業の充実や科学博物館の

ネットワーク化等の事業を期待するとともに、大学として

そのような事業に積極的に協力 ・連携していくべきである。」

としています。

ザげーァ-す竺空母 l
/ 信 ー.・ ー_ -・・

/ -j. ;-い・ t' 人目

告書診やe翠.として見やすく考案されています0
.貴館のオリ ジナルグッス と して、館名や口ゴマーク等がス リ 込めます。
.実用新案として、 太陽高度早見窓を設けま した。(実新公開No 平5-90529 )
.カラ フルでとて も親 しみやす くし ま した。

.季節の大曲線等の見つけ方を指示 しま した。

(有) ティ・工ム・ク‘ラフィ ッ ク
東京都江東区亀戸6.1 . 15コロ ネ ド 日馬601 回彊函霊園
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視聴覚メディ アの活用に対する助成制度

一松下視聴覚教育研究賞一

財団法人松刊腕、賞激育研究財団では、博物館(美術官、

歴史館、科学館、産業館、動物園、植物園、水族館等を含

む)における視聴賞激育に関して「松下視聴覚教育研究賞」

として助成を行っていますので、以下に御紹介します。

・助成金 <文部大臣賞> 300万円 1 件

<森戸賞>

<理事長賞>

200万円 2 件

150万円 5件

-対象 個人やグループによる視聴覚メディアの活用

実践記録、または研究報告。本文が12 ， 000文

字程度。 400字詰め横書き原稿用紙(市販B5

判) 30枚程度またはワープロ原稿B5判標準的

書式( 1 枚1 ， 300字閣支)横書き 9 全焼却支。(所

定の申請書を添付する。 )

.締切平成 6年10月 10 日 ・発表平成7年 2 月

・表彰平成7年 5 月

・問い合わせ先 財団法人松下視聴覚教育研究財団

TEL03-3431-6363 FAX.03-3437-0585 

美術

はく製

〈各種生物〉

剥製・骨格標本・レプリカ

加工/販売/リース

藷東洋近代美術研究所
製作所〒272 千葉県市川市本北方2-18-1 直通念0473-37-5678

ft0473-37-5883 
FAX 0473-38-1978 

本社 干272 千葉県市川市国分5-3-25 ft0473-74-1564 

恐竜マグ

I I ノヅーー惨 I IJJ 

I~寸 い然ヴ

あたたかい飲みものを入れると

骨格図にかわります !!

株式会社戸ンティー

TEL 03-3467-6555 

FAX 03-3467-6568 

*ミュージアム・

ショ ッ プグ ッズ

の企画・製作・

販売 (マ グ カ ッ

プ、T シャツ etc.)

*特設亮店の代行

干1 5 1
渋谷区富ケ谷1- 1 7 -9
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第 1 回理事会 ・ 総会

平成 5 年度事業報告等を了承

6 月 27 日(月)国立科学博物館において、平成 6 年度第

1 回全科協理事会及び総会が開催されました。

総会の出席館数は67館、委任状提出館数は 74館で、平成

5 年度の事業報告及び収支決算報告等が了承され、平成6 ， 7

年度の理事館 ・ 監事館並びに理事長館が選出されました。

また、平成 6 年度事業計画の実施について進捗状況が報

告されたほか、文部省の博物館関係の新規施策の説明や、

「産業技術の歩みと未来を考える交流会議」及び「第 1 回科

学センタ一世界会議」のこれまでの品緯や状況の報告、「科

学技術系人材の確保のための方策に係る検討について 中

間報告一J (科学技術会議科学技術系人材部会)の資料説

明等があ り 、議事を終了 し ました。

また、引き続き、千葉県立現代産業許ヰ学館館長青木園

夫氏による記念講演が行われ、その後は懇親会に場を移し

て情報交換が行われました。翌日は千葉県立現代産業斜学

館を視察し、全日程を終了しました。

平成6 ， 7年度の役員は以下のとお り です。

体験型展示装置
-科学実験装置 ・パソコンQ&A

・体感映像装置 ・ロボット
・水の遊具

E~Î洞昌征-・民団地昌
迅速な対応/新しいアイデイ ア・ 豊富な設計スト ックがあります。

< 一科学系文化施設専門18年一 >
株式会社メガ・システム開発 TEL.03・3493・8864
〒153 東京都白熱区目黒1-2-23-10 FAX.03・3493-1870

白磁V臨.øøl:�..I'8. 
ム 1 詮iJ コ o

ユース

理事長官官:国立科朝専物館

理事館 :NHK放送博物峰、愛媛県立博物館、大阪市立自

然史博物館、科学技術官、神奈川県立青少年センタ一、

交通博物館、 斎瞬間会自然史博F物館、佐賀県立博物泊官、

滝川市美術自然史館、逓信総合博物館、天対専物館五島

プラネタ リ ウム、鳥取県立博物館、富山市科学文化セン

タ一、名古屋市科学館、御薗高原自然学習村

監事館:ア リ タキ ・ アーボレータム、 たばこと塩の博物館

企画展や事業に対する全科協の後援等について

全科協では、科学に関する展示活動や事業活動に対して、

積極的に後援等を行っています。各館(園)において共催・

後援 ・ 協力等の名義使用の御希望がありましたら、随時事

務局まで御連絡ください。 (TEL.03-58 14-9857 )

今年度は、これまでに福井県立博物館「恐竜王国ふくい ・

こどもサマースクール'94J、鹿児島県立博物館「鹿児島と世

界の大昆虫展」、東芝科学館「わくわく実験教室」、国立科学

博物館「動物画コンクール」など、 8事業について後援し

ています。

編集後記

7 月号の編集は神戸市立青少年科学館が担当しました。

当館は今年 4 月で開館10周年です。節目の年に当たること

と、平成 2年度から実施していた展示更新の 5年計画が一応

完了したことで、特集のテーマは展示更新にしました。すで

にある展示と調和させながら 、単年度で実施する更新作業は

一面では難しいところがあります。精一杯ゃったつもりでーも、

不十分なところや悔いの残るところも幾つかあります。力不

足を痛感しています。
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ー ミュージ‘アムク、ツス、の企画及びテ‘サ‘インー

カロラータ側/干 1 1 1 東京都台東区浅草橋4-6一日 西;宰ビル3F

TEL ・ 03-3865-8110 FAX:03-3864-4048 
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